
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
町
会
の
皆
様
に
は
、

ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

数
年
に
亘
っ
て
、
町
会
活
動
や
地
域
活
動
な
ど
の
日
常
の
生
活

を
阻
害
し
て
い
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
下
火
に

な
り
普
段
の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
元
旦
に
能
登
半
島
で
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。 

秋
田
・
山
形
・
能
登
半
島
で
記
録
的
豪
雨
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
、
全
国
的
に
も
記
録
的
猛
暑
で
し
た
。 

災
害
は
、
温
暖
化
等
の
影
響
か
ら
地
球
的
規
模
で
起
き
て
い
ま

す
。
全
世
界
で
拡
大
し
発
生
し
て
い
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

防
災
訓
練
を
、
九
月
に
、「
高
円
寺
連
合
支
部
主
催
の
防
災
訓

練
」
を
杉
並
第
三
小
学
校
学
校
で
、
十
月
に
は「
杉
並
第
三
小
学

校
震
災
救
援
所
訓
練
」
を
実
施
し
、
児
童
を
は
じ
め
多
く
の
地
域

の
皆
様
が
参
加
し
ま
し
た
。 

近
年
、
首
都
直
下
地
震
が
何
時
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
震
発
生
に
備
え
て
普
段
の
備
え
が
大
切
で
す
。

杉
並
区
で
も
推
奨
し
て
い
る
よ
う
に
お
住
ま
い
に
被
害
が
な
い
場

合
に
は「
在
宅
避
難
」を
心
掛
け
、
最
低
で
も
三
日
分
の
備
蓄
品
を

準
備
す
る
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
。  

 

 

町
会
で
は
、
高
齢
化
の
影
響
で
、
班
長
・副
班
長
を
引
き
受
け

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
た
め
、
班
の
統
廃
合
を
検
討
し
、

今
年
は
、
三
十
班
か
ら
二
十
七
班
と
な
り
ま
し
た
。 

町
会
で
保
有
し
て
い
る
十
三
基
の「
掲
示
板
」
を
ア
ク
リ
ル
ド
ア

付
き
タ
イ
プ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
風
雨
な
ど
で
展
示
物
が
散
乱

す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
関
係
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
計
画
通
リ

遂
行
出
来
ま
し
た
。
新
し
い
年
を
迎
え
て
か
ら
は
、
二
月
に
天
祖

神
社
境
内
で
恒
例
の「
昔
遊
び
と
餅
つ
き
会
」
を
高
円
寺
南
一
丁

目
東
町
会
と
の
共
催
で
開
催
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

防
犯
関
連
で
は
、
恒
例
の
年
末
年
始
の
夜
警
パ
ト
ロ
ー
ル
が 

十
二
月
二
十
九
日
（
日
）
か
ら
一
月
三
日
（
金
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
西
町
会
の
範
囲
や
住

宅
状
況
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
子
様
連
れ
も

歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。  

 
 

 

今
年
一
年
、
町
会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
に
頂
き

役
員
一
同
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
年
も
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
六
年
十
二
月 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

境 

禎
一 

防
災
関
連 

一
．
地
震
な
ど
災
害
対
策
に
つ
い
て 

日
頃
の
備
え
と「
在
宅
避
難
」・ 

地
震
の
発
災
後
、
倒
壊
・火
災
の
危
険
性
が
な
く
住
み
続 

け
ら
れ
る
場
合
は
、
慌
て
ず
に「
在
宅
避
難
」を
選
択
し
て 

下
さ
い
。 

在
宅
避
難
の
判
断
の
ポ
イ
ン
ト 

 

〇
余
震
な
ど
が
起
き
て
も
倒
壊
の
危
険
性
が
な
い
こ
と 

 

〇
近
所
で
火
災
・土
砂
崩
れ
な
ど
が
な
い
こ
と 

 

〇
生
活
上
支
障
が
な
い
こ
と
な
ど 

最
低
で
も
自
宅
に
用
意
す
る
物
・・・ 

食
料
・飲
料
水
（一
人
１
日
三
ℓ
）・生
活
用
品
・常
備
薬 

（ 
七
日
分
）・懐
中
電
灯
・カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・簡
易
ト
イ
レ
等 

二
．
防
災
訓
練 

町
内
（か
え
る
公
園
）
で
の
ハ
リ
ヤ―

消
火
器
に
よ
る
消
火

訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

防
犯
関
連 

メ
ー
ル
け
い
し
ち
ょ
う 

 

警
察
官
を
騙
る
者
か
ら
の
詐
欺
の
電
話 

最
近
、
携
帯
電
話
に
他
府
県
警
や
警
視
庁
捜
査
二
課
を
騙
る

犯
人
か
ら
「
あ
な
た
に
犯
人
の
疑
い
が
か
か
っ
て
い
る
。
」
あ
な
た

は
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
事
件
に
関
与
し
て
い
る
の
で
、
逮
捕
状
が

出
て
い
る
。
」「
今
か
ら
〇
〇
関
係
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
。

出
来
な
け
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
り
調
べ
を
し
ま
す
。
」
口
座
の

流
れ
を
確
認
す
る
た
め
指
定
の
口
座
に
送
金
し
て
下
さ
い
。
」
な

ど
の
電
話
が
多
数
入
電
し
て
い
ま
す
。 

〇
警
察
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
等
を
用
い
て
取
り
調
べ
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

〇
警
察
は
、
ビ
デ
オ
電
話
で
逮
捕
状
が
出
て
い
る
と
相
手
に
伝

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

〇
警
察
は
、
送
金
を
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
手
口
で
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
年
齢
層
の
方
が 

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て 

１
１
０
番
又
は
、
杉
並
警
察
署
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 
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環
境
衛
生
関
連 

今
回
は
、
集
積
所
に
は
出
せ
な
い
ご
み
・資
源
ご
み 

に
つ
い
て 

ご
案
内
・確
認 

い
た
し
ま
す
。 

一
）
粗
大
ご
み 

家
庭
か
ら
出
る
家
具
・家
庭
用
品
な
ど
の
う
ち
、
最
大
辺
が 

概
ね
三
十
セ
ン
チ
を
超
え
る
も
の
で
、
二
百
二
十
セ
ン
チ
以

内
の
も
の
。 

事
前
申
し
込
み
制
で
有
料
で
、 
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ 

粗
大
ご
み
の
出
し
方
・申
し
込
み
方 

二
）
水
銀
体
温
計
・水
銀
血
圧
計
・水
銀
温
度
計 

回
収
拠
点
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
管
轄
の
清
掃
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

水
銀
体
温
計
・水
銀
血
圧
計
・水
銀
温
度
計
の
拠
点
回
収 

三
）し
尿 

浄
化
槽 

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
に
た
ま
っ
た
し
尿
は
、
お
お
む
ね
月
二

回
収
集
し
ま
す
。
大
雨
等
で
臨
時
の
収
集
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
杉
並
清
掃
事
務
所
方
南
支
所
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

浄
化
槽 

浄
化
槽
は
、
管
理
者
（利
用
者
）が
定
期
的
に
清
掃
、
保
守
点

検
、
法
定
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
清
掃
、
保

守
点
検
等
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
区
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

浄
化
槽
管
理
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
杉
並
清
掃
事
務
所
方
南

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

 
 

 

区
で
収
集
で
き
な
い
ご
み 

洗
濯
機
・衣
類
乾
燥
機 

パ
ソ
コ
ン 

ご
み
と
し
て
出
せ
な
い
も
の 

有
害
性
・危
険
性
・引
火
性
の
あ
る
物
、
著
し
く
悪
臭
を
発

す
る
も
の 

な
ど 

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・冷
凍
庫
、
保
冷
庫
・冷
温
庫
、 

洗
濯
機
・衣
類
乾
燥
機
の
処
分
・リ
サ
イ
ク
ル 

パ
ソ
コ
ン
の
処 

分
・
リ
サ
イ
ク
ル 

 新
成
人
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す 

 

町
会
で
は
、
令
和
七
年
一
月
十
三
日
（月
）成
人
の
日
に
、 

新
成
人
（
十
八
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

対
象
者
は
、
平
成
十
六
年
四
月
二
日
～
平
成
十
七
年
四
月
一 

生
ま
れ
の
方
で
す
。 

該
当
さ
れ
る
方
は
、
令
和
六
年
十
二
月
二
十
一
日
（土
）
ま
で 

に
、
お
近
く
の
町
会
役
員
に
申
告
し
て
下
さ
い
。 

申
告
を
忘
れ
た
方
は
、
後
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

十
二
月
・
一
月
行
事
日
程 

【
町
会
】 

 
 

町
会
倉
庫
整
理
・
棚
卸 

十
二
月
一
日
（
日
）
十
三
時
～ 

新
成
人
記
念
品
贈
呈 

一
月
十
三
日
（
月
） 

 

 

【
防
災
関
連
】 

 
 

高
円
寺
中
央
青
少
年
育
成
委
員
会
研
修 

（
環
七
地
下
貯
水
池
） 

 

十
二
月
五
日
（
木
） 

十
時
～ 

  
 

【
文
化
活
動
】 

書
道
同
好
会 

十
二
月
六
日
（
金
）・
二
十
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

一
月
十
日
（
金
）・
二
十
四
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
八
時
～ 

 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

写
経
の
会 

 

当
分
の
間
休
止 

 

【
学
校
支
援
本
部
】 

事
務
局
会
議 

十
二
月
四
日
（
水
）・
一
月
十
五
日
（
水
） 

十
時
～ 

杉
並
第
三
小
学
校 

土
曜
授
業
（
伝
統
文
化
の
日
） 

 

十
二
月
七
日
（
土
） 

午
前
中 

ゆ
め
音
楽
祭 

十
二
月
二
十
一
日
（
土
） 

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
ホ
ー
ル 

杉
並
第
三
小
学
校
屋
上
環
境
整
備 

 

十
二
月
八
日
（
日
） 

一
月
十
二
日
（
日
） 

九
時
～ 

 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

 
 
 
 
 

 
 
 

十
二
月
二
日
（
月
）・
十
二
日
（
木
） 

 

十
六
時
～ 

 
 
 
 

 
 
 

一
月
十
一
日
（
土
）・
二
十
一
日
（
火
） 

十
六
時
～ 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

十
二
月
二
十
二
日
（
日
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
月
三
十
一
日
（
金
） 

 

十
九
時
～ 

 

【
年
末
・
年
始
夜
警
】 

十
二
月
二
十
九
日
（
日
）・
三
十
日
（
月
）・
三
十
一
日
（
火
） 

一
月
一
日
（
水
）・
二
日
（
木
）・
三
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
時
～
二
十
一
時 

 

訃
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
四
班 

宮
内 

宗
頼 

様 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

ご
逝
去 

八
十
五
歳 


